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現場平図面と航空写真



震災前の状況写真

着工前写真（平成22年5月頃）

進捗写真（平成23年2月末）



震災前の藤塚地区の航空写真（平成21年3月31日）



震災当日の避難経路
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震災発生後の航空写真（平成23年4月6日）

現場事務所現場事務所現場事務所現場事務所



震災発生後の現地写真（平成23年3月14日）



震災発生後の現地写真（平成23年3月14日）



震災発生後の現場写真（平成23年3月16日）



震災発生後の被災機械等写真



暫定堤防復旧断面図



暫定復旧完了写真被災状況写真



暫定復旧完了写真被災状況写真



平成23年4月9日より亘理郡山元町の仙台湾南部海岸中浜第1工区緊急復旧工事
に従事しました。下記の航空写真は4月6日付の航空写真です。赤ラインの位置に
TP+2.00mの高さで高潮対策の仮堤防を施工する工事です。



震災前の現地写真（Googleより）



4月12日発注者との合同現地踏査時の写真



4月12日発注者との合同現地踏査時の写真



4月12日発注者との合同現地踏査時の写真



仮堤防を捨石工でT.P+2.00で高潮対策を目的として復旧し、
今後の本復旧時に仮設道路として利用します。

（標準断面図）

仮堤防工（捨石）施工状況写真）



仮堤防工（捨石）施工状況写真

仮堤防工（捨石）施工完了写真



仮堤防工（捨石）施工完了写真

仮堤防工（捨石）施工完了写真



まとめ

１．現場で作業をしていた時、揺れの激しい地震が発生した場合は、すぐに
　　作業を中止し、身を低くし地震がおさまるまで待機する事がのぞましい。
　　現実問題として、今回は作業が出来るような状況ではなかった。

２．地震がおさまった後は、今回の地震の時は作業箇所付近に駐車していた
　　車両のラジオで情報を得た。
　　震災後は、沿岸部での作業を行う時は携帯ラジオを携行し、常に電源ON
　　の状態で作業を行った。現場で稼働するバックホウもラジオの電源をONの

　　状態で作業を行った。今後の作業に関しても励行するようにしている。
　　
３．今回の人事は、初めて大津波警報という情報を得たため、現場では直ちに
　　避難させることを優先、作業を中止し地震による現場への被害等の確認
　　をせず各作業員を現場事務所より約2.5㎞西方にある仙台市立六郷中学校

　　まで避難し、その日の作業は困難と思い沿岸沿いは避け解散帰宅させた。

４．通信連絡網に関しては、地震発生直後は携帯電話は通じたが、その後は
　　不通の状態が続き、発注者との連絡も取れない状態が続いたが、運がよ
　　ければというう感じてつながる場合があった。その他携帯のメール又は、
　　メールアドレスがわからない場合でもショートメール等が有効的だったよう
　　に思われる。



５．3月11日の震災後で湾岸沿いで作業する時は、先ほども述べたが常に

　　情報を得る為に、携帯ラジオを携帯すことを励行するようにした。

６．中浜第1工区緊急復旧工事では、現場に乗り入れる車両を出来る限りに

　　作業箇所に駐車し、車両の駐車方向を進行方向に向け駐車した。

７．同じく中浜第1工区緊急復旧工事では、震災時の経験から避難経路・一次

　　避難場所の選定が重要と感じ、現場近くの社台ファーム山元トレーニング
　　センター付近を選定し、避難訓練等を実施した。
　　工事期間中は、津波注意報が発令された地震が1回あり、上記の体制を

　　とっていたため、支障なく作業の中止・退避行動がとれた。
　　また、発注者及び本社との連絡については、電話連絡はやはり繋がり難い
　　状況であったが、震災時ほどではなかった。
　　なお、工事期間中に緊急地震速報が発表された地震も発生したが、慌てる
　　ことなく対応できた。


